
（１）例文の出典は，国੶，作文番号の順で表記する．TM は台人日本語学習
者，KR はؖ国人日本語学習者，JP は日本語母語者を指す．
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1．はじめに

　上ڃ段階にある日本語学習者の作文指導において，アカデミックな文章

を書く力をつけるために意見文を書かせることが多いが，学習者の書いた

作文をみると不自然な文末形式に違ײを֮えることがしばしばある．

（1）インターネットはศ利だとはいえ，新聞や雑誌がもういらないわけで

はない．かわりに，新聞や雑誌はあいかわらず，自分なりの価値を持っ

て，されると思う．紙は木によって作られて，生命力を持つからだと

思う．（TM039）（1）

（2）今はインターネットの時代と言っても過言じΌないほどインターネッ

トは私たちの生活にもっともしんみつなものだと思っている．（KR032）

　このような文末形式は，日本語が上達してもなかなか使いこなせない文

法項目の一つである．本稿では，日本語学習者の作文における文末形式の

使用向を探る一として日本語母語者と上ڃ日本語学習者の意見文を

取り上げ，主観的な判断を下す際に多く用いられる文末形式「と思う」ܥ

上ڃ日本語学習者の意見文における「と思う」ܥ
および「と考える」ܥの使用向について
　―　日本語母語者との比較を通じて

高　Ը॔
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（例：思う／思っている／思われる）と，「と考える」ܥ（考える／考えて

いる／考えられる）について考察を試みる．日本語母語者との比較を通

じて，日本語学習者の意見文における文末形式の不自然さの諸要因を明ら

かにし，日本語学習者のためのアカデミックな文章表現の指導に᷷げてい

きたい．

2．先行研究

2. 1　作文における意見の述べ方や文末表現をめぐって
　佐々木（2001）は，՝題に基づく意見の述べ方について日本人大学生と

中国人日本語学習者の意見文を分析し，日本人大学生の作文は，「（題提

示）→自分の立場表明→理由の説明→結論」という構成が 94.2ˋ をめ

ているのに対し，中国人学習者の場合は明らかなパターンが見いだせない

としている．

　ҏ集Ӄ・高（2004）ڮは，中国人学習者（CN）と日本語母語者（JP）

の意見文を比較し，文末のモダリティに見られる “Writer/Reader�visibility”

（ஊ参加者の存在の明示度）について考察している．その結果，CN は

JP より「行為ܥのモダリティ（「勧༠」「行為要求」）」，「評価のモダリテ

ィ」，「伝達態度のモダリティ」を多用しており，CN に多く見られるモダ

リティは対性が強く，読み手に働きかける機能を持つことから，CN の

意見文が�JP より “Writer/Reader�visibility” が大きいと指摘している．

　一方，ٶ原（1998）は，中ڃ後期から上ڃ段階にある日本語学習者の作

文の問題点について，中ڃ後期から上ڃ段階になると文末表現が๛かにな

って文に様々なニュアンスを付与し，文章を質的に高める場合もあるが，

文末の複雑さやٙ問表現の形の不適切さのような新たな問題が生じると述

べている．この他に，日本語学習者を母語別（中国語とؖ国語）・学習段

階別に分け，アンケート調ࠪを通じて日本語学習者がモダリティの推ྔ表

現をどのように習得しているかを分析した大ౡ（1993）や，日本語母語
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者を学ྸごとに分けて作文における文末モダリティの発達過程を中上ڃ日

本語学習者と比較している佐々木・口（1994）等がある．

　従来の研究において日本語学習者の作文における意見の述べ方や文末表

現の特徴，習得過程などを明らかにしようとする試みは多く成されてきた

が，日本語学習者の間違いやすい文末形式を取り上げ，その使用向や誤

用の要因を探った研究はほとんど見当たらない．

2. 2　文末形式「と思う」，「と考える」をめぐって
本（2003）は，「と思っている」に焦点を当て，コーパスを用いて日ڮ　

本語母語者と日本語学習者の使用向の違いを教育文法の観点から詳し

く述べている．これまで「と思っている」は，ʪ一定期間の思考の継続ʫ

といったアスペクト面から説明されることがほとんどであったが，ڮ本

（2003）は，「判断文ʴと思っている」（特に，ʪ断定ʫの場合）は，アスペ

クト的意味だけでなく，「信念」「こだわり」といったし手の主張を強調

する二次的な意味が生じるとしている．さらに，学習者は，「と思ってい

る」をアスペクトの面からしかଊえていないため，二次的意味を必要とし

ない文脈でも使用しており，その結果文脈にそぐわない不自然な文となる

と指摘している．

　一方，（1992）ࢁは，「思う」，「考える」，「気がする」のように文末

表現として機能する動詞を「文末思考動詞」と呼び，典型的なものとして

「と思う」をڍげている．「と思う」の基本的な意味を「個人報の提示」

とし，「と思う」内部に来る報が「客観的な報」か「主観的な報」

かによって，前者が「不確実表示用法」（例：先方は三時にくると思いま

す）を表わし，後者が「主観明示用法」（例：日本の今のҩྍ制度は間違

っていると思う）を表わすと説明している．

　҇ほか（2001：189，208）では，「と考える」は「と思う」と同じよう

な 1 人শの認識を表せるが，「と思う」が主にし言葉で使われるのに対

し，「と考える」は書き言葉で使われるとしている．また，「と思う」は



（２）『みんなの日本語ᶗ・ᶘ』（スリーエーネットϫークฤ），『新日本語の基ૅ
ᶗ・ᶘ』（ւ外技ज़者研修ڠ会），『初ڃ日本語 げんきᶗ・ᶘ』（ࡔ野永
理・田༱子・大野༟），『新文化初ڃ日本語ᶗ・ᶘ』（文化外国語ઐ学
�日本学生支ԉ機構）『ڃ進学する人のための日本語初』，（ฤߍ ౦ژ日本語
教育センター）
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し言葉・書き言葉の両方で使われるが，し手の個人的な考えであること

を明示するための表現であるため，客観的な報を示す必要がある場合や

論文などには適しないと述べている．

　以下では，これまでの先行研究を踏まえながら，日本語母語者と上ڃ

日本語学習者の意見文に見られる判断の文末形式「と思う」ܥ，「と考え

る」ܥの使用向を明らかにし，その違いを分析することで日本語学習者

の作文指導に役立てたい．

3�．日本語教育現場における「と思う」ܥおよび�
「と考える」ܥの扱い

　上ڃ日本語学習者の意見文における「と思う」ܥと「と考える」ܥの使

用向を述べる前に，まず実際に日本語教育現場で使用されている初ڃの

教Պ書と，それͧれに付ਵする日本語教師用の指導書において，「と思う」

．がどのように記述されているのかについて見ておこうܥと「と考える」ܥ

　5 種類の教Պ書（2）を見てみると，いずれも「と思う」と「と思ってい

る」がそれͧれ別の՝で扱われているが，「と思っている」は，「～（よ）

うと思っている」といった一つの表現形式として提示されている．本文や

࿅習問題などの用例も，「～（よ）う／～たいと思っている」の形式だけ

がڍがっている．それͧれに付ਵする日本語教師用の指導書や文法解説書

を見ても，「と思う」と「と思っている」の違いを人শやアスペクト的な

面からきちんと整理して説明しているものは見当たらない．また，「と思

われる」についての言及も見られない．『新文化初ڃ日本語ᶗ・ᶘ』（文化



上ڃ日本語学習者の意見文における「と思う」ܥおよび「と考える」ܥの……　　71

外国語ઐ学ߍฤ）の指導書だけが，「と思っている」を以前から持って

いる考えを述べる表現で，第三者の考えを述べる時にも使われると記述し

ているが，教師が質問する際の注意点としてڍげているだけで，学習者に

は指導しないことにしている．

　一方，初ڃ日本語教Պ書において，「と考える」ܥ（考える／考えてい

る／考えられる）は全く扱われていない．指導書や文法解説書をみても，

「と思う」ܥと関連付けて説明しているところは見当たらない．中上ڃレ

ベルの学習者において，「と思う」の過使用が問題になることが多いが，

初ڃにおいて主にし言葉の「と思う」と「と思っている」だけを導入し

ていることがその要因の一つであると考えられる．

4．調ࠪの概要

ᾜ）調ࠪデータと対象

　本稿では，ҏ集ӃҮ子作成の公開データ「日本・ؖ国・台の大学生に

よる日本語意見文データベース」（2011 年 3 ݄）の一部を用いて分析を行

う．データは，「インターネットが自由に使える時代に新聞や雑誌は必要

か」というテーマで，辞書などを使用せず約 60 分で 800 字程度にࣥ筆し

たものである．調ࠪ対象は，౦ژ都内の大学で文ܥをઐ߈している日本人

大学生 74 名（以下，JP）と，ؖ国，台の大学に通う日本語能力試験 1

日本語学習者ڃレベルの上ڃ 74 名（ؖ国人 37 人，台人 37 人．以下，

前者を KR，後者を TM，両者を KRʴTM とশする）である．

ᾝ）調ࠪ方法

　今回の調ࠪでは，「データベース」所収のファイルを一つずつ手作ۀで

確認しながら，数をかͧえた．

ᾞ）調ࠪの結果

　次の表は，JP・KM・TM における文末形式「と思う」ܥと「と考え

る」ܥの使用度数をڍげたものである．表中のセルの色つきは文末形式に



（３）言語形式は常体で代表させる．
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おいて著しく差があるものを指す．̡ 表 2ʳでؖ国人学習者と台人学習

者を分けたのは，学習者の国੶による作文の特徴が現れるかを見るためで

ある．

ʲ表 1 　rJP・KRʴTM における出現数

JP の文末形式 度数 KRʴTM の文末形式 度数

1 と思う（3） 78 と思う 158

2 と考える 42 と思っている 37

3 と考えられる 13 と考えている 7

4 と思われる 9 と考えられる 4

5 と思える 3 と考える 1

6 と思っている 1 と思われる 1

ʲ表 2 　rKR・TM における出現数

KR の文末形式 度数 TM の文末形式 度数

と思う 87 と思う 71

と思っている 10 と思っている 27

と考えている 2 と考えている 5

と考えられる 2 と考えられる 2

と思われる 1 と考える 1

と考える 0 と思われる 0

5．調ࠪ結果の分析

　ここでは，日本語母語者との比較を通じて，上ڃ日本語学習者の意見

文に見られる判断の文末形式「と思う」ܥと「と考える」ܥの使用向を

検討する．主に，日本語母語者の使用状況を基४として上ڃ日本語学習

者の使用向を分析する方法をとる．



（４）日本語母語者に比して日本語学習者の方が「と思う」を多用するという
ことは，佐々木・口（1994），佐々木（2001），ڮ本（2003），ҏ集Ӄ・
高（2012）ڮでも指摘されている．
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5. 1　「と思う」の使用向
　「と思う」（ܟ体「と思います」を含む）の場合，日本語学習者（以下，

KRʴTM）の方が母語者（以下，JP）よりおよそ 2 ഒ多く使用してい

る（4）．「と思う」は，基本的にし手の主観的な考えを述べる表現である

が，日本語記述文法研究会ฤ（2003）によると，主体の 1 人শ者を言語表

現化しない場合，「と思う」は推ྔの「だろう」に近づくという．これは，

（1992）ࢁの言う「不確実表示用法」として使われる「と思う」が，

「だろう」や「でしょう」に置き換えが可能であることとも相通じるもの

である．

　では，KRʴTM において「と思う」の使用が目立つのは，推ྔを表わ

す際に「だろう」や「でしょう」などを使わず，代わりに「と思う」を用

いることに起因するのではないだろうか．次の表は，JP・KM・TM にお

いて「断定回避」を表す表現の使用度数をڍげたものである．

　̡ 表 3ʳからもわかるように，JP が KRʴTM に比べ「だろう」を 3 ഒ

以上多く，「でしょう」と「であろう」をおよそ 1.5 ഒ近く使用している．

　一方，「断定回避」の意味を表わす「と思う」は，「と言える」と置き換

えが可能であるが，「と言える」の場合は，JP と KRʴTM においてほと

んど違いが見られなかった．

ʲ表 3 　rJP・KRʴTM における出現数

JP の文末形式 度数 KRʴTM の文末形式 度数

だろう 78 だろう 24

でしょう 19 でしょう 13

であろう 19 であろう 12

と言える 6 と言える 5



（５）KRʴTM は，「と思う」の 158 例のうち 31 例（21ʴ10）で，JP は 78 例
のうち 6 例
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ʲ表 4 　rKR・TM における出現数

KR の文末形式 度数 TM の文末形式 度数

だろう 11 だろう 13

でしょう 4 でしょう 9

であろう 7 であろう 5

と言える 2 と言える 3

　以上のように，JP に比べ KRʴTM の「だろう」の使用度数が少ないこ

とから，JP・KM・TM の「と思う」の例を，「だろう」（「でしょう」（ܟ

体），「であろう」（常体））に置き換えてみると，KRʴTM の方が JP より

2.5 ഒ以上多く置き換えが可能であった（5）．

（3）名前はおなじけれど，ళでങってちょくせつ読むものか，ネットでか

るくせっするもののかによってそのなかみと，それをおもに要する人々

は多様に現われると思う．（KR037）

（4）パソコンが苦手から，一部の年上の人は，一度もインターネットでニ

ュースを見ったことはないのもいると思います．（TM057）

　よって，KRʴTM は推ྔを表わす際に「だろう」や「でしょう」を使

わず，代わりに「と思う」を用いる向があるとଊえられる．KRʴTM

は意識しないうちに，「と思う」の推ྔ化，断定回避化を進めているので

はないだろうか．KRʴTM において推ྔを表す副詞「おそらく・たぶ

ん・きっと～だ」などを使って，推ྔ構文を作っている可能性も考えられ

たが，今回のデータでは KRʴTM で 5 例，JP で 1 例（きっと～だ）しか

見当たらなかった．

　一方，思考・認識を表わす動詞「思う，考える，信じる，ײじる」など
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は人শ制限があるため，文中に主語を明示しなくても一人শ主体であるこ

とが読み取れるが，JP の意見文では「私は～と思う」（「～と私は思う」

の例も含む）のパターンが 4 割近くをめており，その大部分が意見文の

冒頭，または結尾に置かれている．しかし，KRʴTM の意見文の場合，

約 1.5 割だけが一人শ主体を明示しており，冒頭や結尾に限らず全体にわ

たって使われている．このことから，KRʴTM は「と思う」をし手の

立場表明に限らず，推ྔ化した形式として幅広く用いるのに対し，JP は

「と思う」をし手の立場表明や，自己主張を示す言語形式として使用す

る向があると言える．他に，KRʴTM の意見文では，用例（5），（6）

のように「と思う」を続けて使用する向が見られる．

（5）それからインターネットで記事を見ると自分がきょみある報を見る

ことがどんどん多くなると思います．自分が好きなことあるいはきょみ

あることを見るのはいいことにもなると思いますが，一方では好きなこ

としか分かってその以外のことは分からないこともあると思います．イ

ンターネットでニュースや記事を読むのはそれなりのいいことがあると

思います．（KR016）

（6）そして，インターネットで文章を読むײじと実体の本を読むのが全然

違うと思います．読書なら，やはり紙の方がいいと思います．ですから，

私は新聞や雑誌は現在の人の報具にとして，必要だと思います．そ

れとも，ڥ問題もありますので，現在の人達の共同の॓題として，ؤ

張ろうと思います．（TM020）

　以上のように，KRʴTM において「と思う」の過使用が見られるの

は，他の類似表現の習得が十分にできていないか，または「と思う」の使

いやすさに起因すると考えられる．



76　　人文・自然研究　第 9 号

5. 2　「と考える」の使用向
　「と考える」は，「と思う」とともに一人শ主体の主観的な判断や意見を

表わす表現であるが，KRʴTM の意見文にはほとんど現れない．JP の意

見文では，「と考える」が「と思う」に次いで多く使用されている（42

例）のに対し，KRʴTM ではわずか 1 例だけが TM に見られる．

（7）私は，インターネットが自由に使えるようになった今も，新聞や雑誌

は必要であると考える．以下に理由を述べる．（jp002）

（8）私たちは一日中二十࢛時間を使ってニュースを見るわけがない．世界

各地のニュースを読み切りわけもない．重要で自分に密切な関連がある

ニュースだけを見たらいいと考える．（TM050）

　ҏ集Ӄ・高（10-2012：9）ڮでは，「主張」の述べ方について，母語

者は学習者に比してモダリティ表現の使用が多く，個別の言語形式では

「だろう」と「考えるܥ」の使用が目立つが，学習者は「思うܥ」の使用

がݦ著であると指摘している．KRʴTM において「と考える」の使用が

極めて少ないのは，客観的かつ論理的な論拠に基づいて判断を下す場合も

「と考える」ではなく，「と思う」を使用する向があるからではないだろ

うか．

　JP の意見文における「と考える」の使用向をみると，「私は～と考え

る」（「～と私は考える」例を含む）のパターンが約 7 割をめており，そ

の 6 割以上が意見文の冒頭，または結尾に現れている．また，JP は「私

は～と思う」「私は～と考える」という言語形式を多用しているが，両形

式を混ぜることなく，どちらかย方だけを使用する向が強い．「私は～

と思う」「私は～と考える」のパターンに限らず，「と思う」と「と考え

る」を混ぜて使用している作文は，意見文全ฤにおいてもわずか 2 割にと

どまっている．これは，作文において意見の述べ方に一貫性を保とうとす

る書き手の意向が働いていることに起因すると考えられる．



（６）「KY コーパス」とは，90 人分の OPI テープを文字化した言語資料である．
母語別に，中国語，英語，ؖ国語がそれͧれ 30 人ずつで，その 30 人の
OPI の判定結果別の内訳は，初ڃ 5 人，中ڃ 10 人，上ڃ 10 人，ڃ 5
人ずつとなっている．

上ڃ日本語学習者の意見文における「と思う」ܥおよび「と考える」ܥの……　　77

　JP の意見文に「私は～と思う」「私は～と考える」のパターンが多く，

その大部分が意見文の冒頭や結尾に置かれているのは，意見文ならではの

特徴で，自分の主張を明確に伝えるためにの展開や締め括りに，敢えて

一人শ主体を明示することで，し手の立場表明をしているとଊえられる．

　一方，JP の意見文では，「と思う」が主観性の強いײ的な判断文に限

らず，論理的に自分の主張を表明する文などにも使われているのに対し，

「と考える」は，ややߗい口調で客観的かつ論理的な推論の結果を示す文

に限って使用されている．

　また，JP の意見文において，「と思う」の例文（78 例）のうち 3 割が

体はܟ体（「と思います」）であるのに対し，「と考える」のܟ 42 例のうち

2 例しかない．JP の意見文において「と思う」のܟ体使用が目立つのは，

「と考える」より，「と思う」の方がॊらかい文体に適しているからであろ

う．KRʴTM の意見文では，「と思う」（158 例）の 6 割以上がܟ体であ

る．こういった使用向からもわかるように，全体を通して JP の方が

KRʴTM より，文体のߗい表現を使用していることが観察される．

5. 3　「と思っている」と「と考えている」の使用向
　JP において，「と思っている」と「と考えている」はほとんど使用され

ていない．一方，KRʴTM において「と考えている」は 7 例にとどまっ

ているが，「と思っている」は「と思う」の次に多く使われている．JP が

わずか 1 例にとどまっているのに対し，KRʴTM は 37 例を使っていて，

特に，TM は KR より 3 ഒ近く多く使用している．ڮ本（2003：47）は，

「KY コーパス」（6）から採集した 57 例から，「と思っている」の不自然な使

用は，ؖ国語母語者に多く観察されるとしているが，これはジϟンルの



（７）「～（よ）う／たい／ほしい」のようにし手のײや思考，意ࢤを表出
する文．

（８）日本語記述文法研究会ฤ（2003：185）は，「と思う」はその事柄が実現す
るという判断を下す意味になるが，「と思っている」は直接判断を下すの
ではなく，し手がそれを信じていたり期待していたりすることを意味す
ると指摘している．
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違いや日本語学習者の習得レベルがまちまちであることに起因すると言え

よう．

　҇ほか（2001：189-190）では，「と思う」と「と思っている」の違いに

ついて，「と思う」はその場で判断を下す向が多いのに対し，「と思って

いる」はし手がある程度継続して持っている判断を表わす向が強いと

説明している．このようなアスペクト面からの説明では，次のような違い

の説明ができない．次の用例（9），（10）のように，し手が個人的な判

断や主観を強くԡし出す場合は，前から持っている考えであっても，「と

思っている」をつけると不自然な文になる．

（9）私はインターネットがある以上，もう新聞や雑誌は要らないと思って

いる．（KR008）

（10）いくらインターネットが自由でศ利でも，新聞や雑誌など本の存在

は，私にとって不可欠で必要なものだと思っている．（TM013）

本（2003：35）は，母語者は「表出（7）ɹڮ　 思っている」という形式を

多く使用するのに対し，学習者は「判断文ʴと思っている」という形式を

多く使用すると指摘した上で，「判断文ʴと思っている」は「信念」「こだ

わり」とも言える二次的な意味が生じるため，使用される文脈が限られる

と述べている（8）．本稿の検討作ۀからみても，JP の意見文に見られる唯

一の「と思っている」は「表出ʴ思っている」を表しているのに対し，

KMʴTM は 37 例のうちわずか 2 例だけが「表出ʴ思っている」を表し



上ڃ日本語学習者の意見文における「と思う」ܥおよび「と考える」ܥの……　　79

ている．

（11）私も実際新聞をߪ読しているが，これからもߪ読し続けたいと思っ

ている．（JP024）

（12）これは私のখさなئいかもしれませんけど，図書館の人々，地下て

つで新聞とかを読んでる人々のָしみをうばわないでほしいと思ってい

ます．（KR047）

（13）一方的にマスコーミーに提፱されるインフΥーを受け取るのはいけ

ない．マスコーミーは批判者ではなく，ナレターはずだということを皆

さんに知らせていただきたいと思っている．（TM028）

，本（2003：35）の言う二次的な意味（「信念」「こだわり」）に限らずڮ　

自分の意ࢤ表明や意見を主張するに当たって，「と思っている」は不自然

である．特に，冒頭文や結尾文の場合は，意見の֩心を明確に述べる必要

があるため，「と思う」の方が適している．実際に KMʴTM の意見文に

見られる「と思っている」のほとんどが「と思う」に置き換えた方がより

自然な文になるものであった．

（14）パソコンもখ形化しているし，ネットブックというܰくてܞଳ性の

高い制品が出ているが，まだ無線インターネットがそんなに広がってな

いので，新聞や雑紙にはかなわないと思っている．（KR008）

（15）次，インターネットの使い方は簡単だとは言えるが，お年寄りとか

にとって，新しい技ज़が苦手だし，学習能力も記Ա力もਰえてきている

ので，新聞や雑誌など紙にࡌせてある記事は分かりやすいと思っている．

（TM053）

　以上のように，KMʴTM において「と思う」と「と思っている」の使

い分けができず，誤った使い方をしていることが観察された．これは，ڮ
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本（2003）の指摘通り，学習者が「と思っている」をアスペクトの面から

しかଊえていないために生じるものであると考えられる．つまり，KMʴ

TM は「と思っている」を自分の判断や意見が持続性をもつものであるこ

とを表すために使用していると言える．

5. 4　「と思われる」「と考えられる」の使用向
　「と思われる」と「と考えられる」は，それͧれ「と思う」と「と考え

る」の意味を持っているが，より客観性の強い文末形式でレポートや論文

などにも使用が可能である．主に「合理的な判断に基づく結論」であるこ

とを明示する際に使われるが，JP に比べて KMʴTM の使用はその半分

に満たない（「と考えられる」（JP：13 ʼ KR：2ʴTM：2），「と思われ

る」（JP：9 ʼ KR：1ʴTM：0）．KMʴTM において，「と思われる」「と

考えられる」の使用度数が低いのは，「と思う」の使いやすさがӨڹして

いると思われる．

（16）インターネット性質のੋはユーザーの報選の自発性及びその伝

達度にあり，非は信ͽょう性がٙわしいことにあると考えられる．

（JP042）

（17）インターネットの問題やせきにんを持たない記者の問題などをかい

けつさせないかぎり，デジタルのしりょうを信用することはむずかしい

と考えられる．（KR006）

　3 節で述べたように，初ڃ日本語教Պ書や指導書において「と思われ

る」と「と考えられる」は全く提示されていない．日本語学習者の作文の

上達を図るためには，文体の違いを考慮し，「と思われる」と「と考えら

れる」のような書き言葉に相応しい，適切な表現を教える必要がある．特

に，文末の表現法によって文章が大きく変わることを認識させ（ここで言

う「と思う」ܥと「と考える」ܥの違いなど），適切な文末形式が使いこ
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なせるように指導することが有効である．

6．おわりに

　以上，日本語母語者との比較を通じて，上ڃ日本語学習者の意見文に

見られる判断の文末形式「と思う」ܥと「と考える」ܥの使用向を分析

した結果，次のような特徴が見出された．

① KRʴTM において，「と思う」の使用（JP：78 ʻ KR：87ʴTM：71）

は JP よ り 2 ഒ ほ ど 多 い の に 対 し，「と 考 え る」の 使 用（JP：42 ʼ

KR：0ʴTM：1）は極めて少ない．

② JP に比べ KMʴTM の「だろう」（「でしょう」（ܟ体），「であろう」

（常体））の使用が半分に満たないのは，KMʴTM が推ྔを表わす際に

「だろう」を使わず，代わりに「と思う」を用いる向があることに起

因する．

③ KRʴTM の場合，「と思う」をし手の立場表明に限らず，推ྔ化し

た形式として幅広く使っているのに対し，JP は「と思う」をし手の

立場表明や，自己主張を示す言語形式として使用する向がある．

④ JP において，「と思う」の例文（78 例）のうち 3 割がܟ体（「と思いま

す」）であるのに対し，「と考える」のܟ体が 42 例のうち 2 例しかない

のは，「と思う」の方がॊらかい文体に適しているからである．

ᶇ JP では，「と考えている」「と思っている」がほとんど使用されていな

いのに対し，KMʴTM で「と思っている」の使用が目立つのは，自分

の判断や意見が持続性を持つものであることを表わすために，「と思う」

を使うところに「と思っている」を使用していることに起因する．特に，

TM の方が KR より「と思っている」の使用が 3 ഒ近く多い（TM：

27 ʼ KR：10）．

ᶈ JP において，「と思われる」「と考えられる」の使用が KRʴTM に比

べഒ以上多いのは，KMʴTM は客観的な意見や一般化した推測を述べ
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る場合も「と思う」を用いる向があるからである．

ᶉ全体を通して JP の方が KMʴTM より，文体のߗい表現を使用してい

る．

　以上のように，上ڃレベルの日本語学習者において「と思う」の過使

用や「と思っている」との使い分けができないのは，初ڃから中ڃにかけ

て十分な指導が成されていないことに起因する．また，上ڃ日本語学習者

において「と考える」や「と思われる」，「と考えられる」の不使用が目立

つのは，し言葉と書き言葉の使い分けに関する指導が十分に行きಧいて

いないためである．初ڃでは主にし言葉が導入されるが，中ڃ以߱にお

いてもし言葉と書き言葉の使い分けを意識する機会が少ない．

　上述した問題の解決を図り，中ڃ以߱の日本語学習者の文章力を高める

ためには，初ڃの後期段階において，「と思う」ܥと「と考える」ܥの

報を与え，し言葉と書き言葉の表現の違いを認識させる必要がある．文

末の表現法によって文章が大きく変わることを認識させることで，中上ڃ

レベルの学習者における「と思う」の過使用が改善されると考えられる．

　本稿では，日本語学習者の作文における文末形式の使用向を探る一

として，上ڃ日本語学習者の意見文における判断の文末形式「と思う」ܥ

と「と考える」ܥの使用向について，日本語母語者との比較を通じて

考察を試みた．今後，日本語学習者のための効果的な作文の指導案の知見

を得るために，文末形式と共起しやすい副詞成分を分析するなど，構文的

側面の規則性についてさらに考察を深めたい．
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